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修士論文要旨
【問題と目的】
　不安障害に有効な治療法の１つであるエクスポージャー
は，ドロップアウト率や治療自体の拒否率が高く，被治療
者の負担感を軽減する方法の特定が必要だと考えられる。
この負担感を軽減するために，被治療者が自発的に行って
いる行動として，安全確保行動がある（Rachman, 1984）。
安全確保行動は，恐怖場面内で生じる不安の軽減を目的に
用いる情動制御方略であるが，エクスポージャーの治療効
果を阻害するとされている（Barlow et al., 2004）。
　一方で，安全確保行動を行ってもエクスポージャーの治
療効果を阻害しないという知見も少なからず報告されてい
る（Rachman, 2008）。具体的には，恐怖の十分な高まり
後に安全確保行動をとれば，エクスポージャーの治療効果
を阻害しない可能性が指摘されている。そこで本研究では，
エクスポージャー中の恐怖の高まり前後の安全確保行動が
治療効果に及ぼす影響性の差異について検討した。
【方法】
（１）対象者：健康な成人の大学生・大学院生，適格基準：
（ａ）ゴキブリの恐怖度が８点満点中３点以上，除外基準：
（ａ）器質因・認知機能障害を認める，（ｂ）重度の身体疾患
がある，（ｃ）精神科・内科現病歴がある，（ｄ）精神科既往
歴がある，（ｅ）心理カウンセリングを受けている，（ｆ）医
師による処方薬（睡眠薬，精神安定剤を含む）を服薬中，
（ｇ）極度の睡眠不足，または疲労感を感じている，（ｈ）回
避，不安を伴う予期，または恐怖状況の苦痛のために，正
常な毎日の生活に支障をきたしている，（ｉ）ゴキブリに接
した際，会話が参加者にとって安全確保行動とならない（安
全確保行動を行う群のみ）
（２）測定指標：＜恐怖症状＞①Visual Analog Scale
（VAS）：想起時のゴキブリの恐怖度・回避度，②Behavioral 
Approach Tests（BATs）：ゴキブリに対する，実際の恐
怖の程度を測定する行動評定課題。③生理症状（心拍・皮
膚電気活動）＜負担感＞VAS：④治療拒否度，⑤治療負担
度，⑥再治療希望度＜統制変数＞⑦質問紙：特性不安症状
（３）エクスポージャー課題：BATsで到達した段階の刺激
を呈示し，定期的に自己申告で０～100で回答を求めた。な
お，群は以下の３群である。①安全確保行動なし群：視線
をそらすことなく，課題を行った。②恐怖喚起前安全確保
行動群：課題開始と同時に，実験者から脅威刺激に関係の
ない話題の質問を30秒間につき１問の頻度で口頭にて行い，
回答を求めた。③恐怖喚起後安全確保行動群：課題開始後，
ゴキブリの恐怖度の値の報告が３回以上一定以下となった
後，実験者から脅威刺激に関係のない話題の質問を30秒間
につき１問の頻度で口頭にて行い，回答を求めた。
【結果】
　群（安全確保行動なし群・恐怖喚起前安全確保行動群・
恐怖喚起後安全確保行動群）と時期（Pre期・Post期・
Follow-up期）を独立変数，BATsのゴキブリの恐怖度得
点・回避度得点を従属変数とした２要因分散分析を行った。そ
の結果，BATsの恐怖度得点（時期：F（2,27）=76.44, p=.000, 
partial η2=.74；群：F（2,27）=0.28, p=.76, partial η2=.02；
交互作用：F（2,27）=1.18, p=.33, partial η2=.08），回避度
得点（時期：F（2,27）=57.21, p=.000, partial η2=.68；群：
F（2,27）=0.54, p=.95, partial η2=.00；交互作用：F（4,27）
=1.31, p=.28, partial η2=.09）において時期の主効果が有
意であった。Post期・Follow-up期がPre期と比較して，有意
にBATsのゴキブリの恐怖度得点・回避度得点が低かった（共
にp=.000）。
　次に，群を独立変数，負担感に関わる変数を従属変数とし
た１要因分散分析を行った。その結果，治療拒否度（F（2,31）
=0.41, p=.67, partial η2=.03），治療負担度（F（2,31）
=0.19, p=.83, partial η2=.01），および再治療希望度（F
（2,31）=0.02, p=.99, partial η2=.00）において，全て群間
に有意差は見られなかった。
【考察】
　本研究の結果から，恐怖が十分に喚起された状態で安全
確保行動を行う場合は，エクスポージャーの治療効果を阻
害しない可能性が示唆された。恐怖喚起前安全確保行動群
においても，安全確保行動後恐怖の高まりが見られた点に
ついては，エクスポージャー中恐怖対象を見続けた状態で
会話を行ったことで，対象者にとっての恐怖の核であるゴ
キブリの形や動きに暴露した状態を継続しているため，恐
怖が十分に喚起された可能性が考えられる。
　またいずれの群も恐怖が十分高まったため，負担感に差
がなかったと考えられる。
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